
○○共同溝土質調査(その2)

水圧計は地上から水位測定管に挿入する方法を適用。

2008.04.08

B-2 (T.P.+119.50m) 地盤太郎
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J G S   1 3 2 1 孔内水位回復法による岩盤の透水試験(直線勾配法)

特記事項

(社)地盤工学会 5791
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